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（参考資料）

秋田市の概況

１ 人口および世帯（市全体・高齢者）

(1) 秋田市の人口

1) 人口の推移と将来予測

本市の人口は、平成１３年をピークに減少に転じ、平成２１年１０月１日現

在で３２５,８３７人となっています。【グラフ１】

国勢調査からの推計では、平成３２年には約３１万８千人、平成４２年には

約２６万８千人まで減少すると予測されています。【グラフ２】

【グラフ１ 人口の推移】

資料：秋田市情報統計課
※平成 16 年以前は、旧河辺町、旧雄和町を含む

【グラフ２ 人口の推移と将来予測】
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資料：国勢調査、秋田市都市計画課
※平成 16 年以前は、旧河辺町、旧雄和町を含む
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2) 年齢別人口の推移と将来予測

本市の年齢別人口の推移をみると、年少人口、生産年齢人口ともに減少傾向

にあり、老年人口は増加傾向にあります。【グラフ３】

国勢調査からの推計では、６５歳以上の老年人口は、平成３２年には３０％

を超え、平成４２年には３６.１％となり、市民の約３人に１人が高齢者になり

ます。【グラフ４】

【グラフ３ 年齢別人口の推移と推計】
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資料：国勢調査、秋田市都市計画課
※平成 16 年以前は、旧河辺町、旧雄和町を含む

【グラフ４ 年齢別人口の構成比の推移】
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(2) 世帯

本市の世帯数と世帯人員の推移をみると、世帯数は緩やかに増加しており、一

方で、１世帯あたりの人員は減少傾向にあります。【グラフ５】

高齢者が該当する世帯の推移では、単身、家族世帯いずれも増加傾向にあり、

伸び率でみると６５歳以上の単身世帯が高くなってきています。【グラフ６】

【グラフ５ 世帯数と世帯人員の推移】
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資料：秋田市情報統計課
※平成 16 年以前は、旧河辺町、旧雄和町を含む

【グラフ６ 高齢者が該当する世帯の推移】
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２ 障がい者

障害者手帳所持者は、身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者のいずれも

増加傾向にあり、特に、精神障がい者は「障害者自立支援法」の施行に伴って手

帳所持者が増加しています。【グラフ１、２、３】

【グラフ７ 身体障がい者数の推移】
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資料：秋田市障がい福祉課
※平成 23 年度は身体障害者手所持者数をもとに推計

【グラフ８ 知的障がい者数の推移】
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資料：秋田市障がい福祉課
※平成 23 年度は知的障がい者数をもとに推計
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【グラフ９ 精神障がい者数の推移】
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資料：秋田市障がい福祉課
※平成 23 年度は平成 17 年 3 月末現在の通院医療費公費負担申請数、医療保護入院数等をもとに推計

３ 公共交通の状況

(1) 公共交通の体系

本市の公共交通は、鉄道が秋田新幹線、奥羽本線、羽越本線および男鹿線が、

１日あたり約１５０便が運行され、市内外の交通を分担しています。

路線バス(秋田中央交通株式会社)は、５０路線１１９系統で、１日あたり

の平均で約１,７２３便(平成２２年４月現在)が運行され、秋田駅を中心に放射

状のネットワークを形成しています。【図１－１】

鉄道駅から５００ｍ、バス停から２００ｍの範囲に居住する人口は、全人口の

６４％を超え、市民の２/３は公共交通を利用できる環境にあります。【図１－２】
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【図１－１ 公共交通機関の路線】
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【図１－２ 公共交通利便地域】
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(2) 鉄道の利用状況

全鉄道駅の１日の乗降客人員は、年々減少しており、平成１０年から平成１９

年までの１０年間で約１７％減少しています。【グラフ 10】

鉄道駅別の１日の乗降客人員では、各路線が集中する秋田駅が最も多く、次い

で土崎駅、追分駅、新屋駅の順になっています。【グラフ 11】

【グラフ 10 全鉄道駅の１日の乗車人員】
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資料：ＪＲ東日本旅客鉄道株式会社

【グラフ 11 鉄道駅別の１日の乗車人員（平成 19 年度）】
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※数値は概数
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(3) バスの利用状況

路線バスの輸送人員は、年々減少の一途をたどり、平成１０年から１９年まで

の１０年間で約４４％減少しています。【グラフ 12】

【グラフ 12 バスの輸送人員】
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資料：秋田市交通局、秋田中央交通株式会社

４ 主な生活関連施設の分布状況

公共公益施設を地域別でみると、施設数は中央地域が最も多く、以下、北部地域、

東部地域となっています。特に中央地域は、医療、教育・文化の各分野にわたって

高次なサービスを提供できる施設が立地しています。

種類別では、西部地域、河辺地域、雄和地域には総合病院等の大規模な医療施設

はありません。

また、商業施設(大規模小売店舗)を市域全体でみると、鉄道駅周辺、幹線道路沿

いなどに立地しています。
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【図１－３ 主な生活関連施設の分布状況】


